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支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
竣
工
は
２

０
０
５
年
７
月
末
、
開
設
は
同
年　

月
１０

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
３
１
３

６

　

市
の
高
齢
社
会
総
合
計
画
で
、
地
域

の
見
守
り
（
支
え
合
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
「
（
仮
称
）
相
原
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
着
工
を
祝

う
会
」
が　

月　

日
に
建
設
地
（
相
原

１０

１４

町
３
１
７
４
番
地
）
で
、
市
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
相
原
や
ま
ゆ
り

会
と
の
合
同
で
、
寺
田
市
長
や
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２

階
建
て
、建
築
面
積
は
４
４
２
・　

㎡
、

６３

延
べ
床
面
積
は
５
９
９
・　

㎡
で
、
１

１９

階
に
は
食
堂
、
機
能
訓
練
室
、
浴
室
、

厨
房
、
談
話
・
溜
ま
り
場
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、２
階
は
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

多
目
的
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
通
所
介

護
事
業
、
訪
問
介
護
事
業
、
居
宅
介
護

施設完成予想図

（
仮
称
）
相
原
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　

直
接
同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
」
の

美
術
館
「
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
ネ
ッ

ト
展
」
の　

周
年
を
契
機
と
し
て
誕
生

１０

し
た
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ネ
ッ
ト
ア
ー

ツ
・
オ
ル
グ
」
。
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
と

２
０
０
４
年
度
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
結
果
を
公
開
し
ま
す
。

○
会
期　
　

月　

日
〜　

月
６
日

１０

３０

１１

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

【
第
１
部
】
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ネ

ッ
ト
ア
ー
ツ
・
オ
ル
グ
」
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
』

「
ネ
ッ
ト
ア
ー
ツ
・
オ
ル
グ
」
開
設
記

念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

『
ア
ー
ト
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
ハ
ッ
カ
ー
、
海
賊

放
送
、
そ
し
て
哲
学
者
た
ち
』

　

世
界
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

小
説
家
で
あ
り
、
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」

後
の
新
し
い
潮
流
「
Ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ－

Ｐ

ｏ
ｐ
」
の
旗
手
で
も
あ
る
マ
ー
ク
・
ア

メ
リ
カ
（
米
国
）
と
、
高
名
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
と

同
時
に
独
立
系
テ
レ
ビ
局
「
キ
ャ
ン
デ

ィ
ダ
Ｔ
Ｖ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
ア

グ
ネ
ス
・
ト
ロ
ッ
チ
（
イ
タ
リ
ア
）
を

招
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
カ
ル
チ
ャ

ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
に
つ

い
て
の
講
演
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時　
　

月
７
日
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

４
時　

分
３０

【
第
２
部
】
『
第
２
回
学
生
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
展
』

　

国
内
の
大
学
・
大
学
院
の
学
生
の
方

々
が
制
作
し
た
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ー
ト
作
品
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

○
会
期　
　

月　

日
〜　

日

１１

１６

２８

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

○
参
加
予
定
大
学
（　

音
順
）

５０

桜
美
林
大
学
／
九
州
大
学
芸
術
工
学
研

究
院
／
尚
美
学
園
大
学
／
女
子
美
術
大

学
／
東
京
工
科
大
学
／
東
京
工
芸
大
学

／
東
京
造
形
大
学
／
東
北
芸
術
工
科
大

学
／
武
蔵
野
美
術
大
学
／
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ

第
２
回
学
生
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
展
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
大
会
」　

○
日
時　
　

月　

日
午
後
１
時
〜
４
時

１１

２０

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

　

木
版
画
で
年
賀
状
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。
簡
単
な
下
絵
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
多
色
刷
り
で
制
作
し

ま
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

○
内
容　

水
性
木
版
画
・
３
〜
４
色
摺

り○
期
日　
　

月　

日
、　

日
（
全
２

１１

２６

２７

回
）

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
ア
ト
リ
エ
・
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
３２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

通
）
の
往
信
面
に
講
座
名
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢

（
講
座
の
内
容
、
進
行
に
必
要
。
記
入

は
任
意
）
を
明
記
し
て
、　

月　

日

１１

１１

ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普

及
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４

－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）

２８
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
及

び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

年年年年年年年年年年
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
状状状状状状状状状状
教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室

年
賀
状
教
室

　
　

月
４
日
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行

１０
政
に
よ
る
違
反
広
告
物
共
同
除
却
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
違
反
広
告
物
の
共
同

除
却
は
、
電
柱
を
管
理
す
る
事
業
者
と

行
政
（
東
京
都
南
多
摩
建
設
事
務
所
・

町
田
警
察
署
）
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
今
年
度
か
ら
活
動
を
開

始
し
た
違
反
広
告
物
除

却
団
体
と
市
内
の
不
動

産
業
者
団
体
が
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

共
同
除
却
活
動
に
先

だ
っ
て
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
で
は
、
「
市
民

団
体
間
で
連
携
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
」

「
市
民
団
体
が
除
却
活

動
を
し
て
い
る
姿
を
多

く
の
市
民
に
見
て
も
ら

い
た
い
」
「
不
動
産
業

者
で
違
反
広
告
物
を
出

し
て
い
る
の
は
特
定
の

常
習
業
者
ば
か
り
で
あ
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
最
後
に
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
「
は
ら
な
い　

だ
さ

な
い　

は
ら
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

市
内
の
違
反
広
告
物
の
一
掃
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
、
市

内
各
地
に
分
か
れ
て
除
却
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
２
時
間
程
度

の
活
動
で
３
０
０
枚
近
い
違
反
広
告
物

を
除
却
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
市
民
・
事
業
者
・

他
の
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、
違
反
広

告
物
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

市民・事業者・行政が連携して実施した
共同除却（中心市街地地区）

話
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
１
月　

日
〜　

日
、　

日
〜　

日
、

１１

１３

１７

２０

　

日
〜　

日
、　

日
は
休
館
日
及
び
移

２４

２７

３１

動
教
室
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、　

月
分
ま
で
の
ご
予
約
は
随

１２

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
空
き
室
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）
。

【
２
０
０
５
年
１
月
分
】

　

自
然
休
暇
村
が
あ
る
長
野
県
川
上
村

の
１
月
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

季
節
で
す
。
付
近
に
は
ス
キ
ー
場
や
ス

ケ
ー
ト
場
が
あ
り
、
賑
わ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

今
回
受
付
開
始
と
な
る
利
用
日
は
、

１
月
４
日
〜　

日
で
す
。

３１

※　

月　

日
か
ら
１
月
３
日
は
、
年
末

１２

２９

年
始
期
間
と
し
て
別
に
受
け
付
け
ま
し

た
が
、
空
き
室
分
を　

月　

日
か
ら
電

１１

１７

【
２
０
０
５
年
２
月
分
】

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
楽
し
く
野
外
活

動
が
で
き
る
施
設
で
す
。
自
然
の
地
形

に
合
わ
せ
、
キ
ャ
ビ
ン
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト
、
野
外
炊
事
場
、
工
芸
小
屋
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、
２
０

０
５
年
２
月
１
日
〜　

日
で
す
。

２８

※
火
曜
日
及
び
２
月　

日
は
休
館
で

１４

す
。

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
、
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
個
人
で
す
。

　

な
お
、
１
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇

○
申
し
込
み　
　

月
６
日
（
土
）
午
前

１１

８
時　

分
か
ら
９
時
ま
で
に
、
大
地
沢

３０

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８

０
０
）
へ
お
電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同

着
と
み
な
し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽

選
結
果
は
午
前　

時　

分
ま
で
に
連
絡

１０

３０

し
、
以
降
は
電
話
先
着
順
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
方
は
、
「
相
模
原
市
民

た
て
し
な
自
然
の
村
」
（
長
野
県
北
佐

久
郡
立
科
町－

女
神
湖
の
近
く
）
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
（
財
）

相
模
原
市
都
市
整
備
公
社
・
け
や
き
会

館
（
11
７
５
３
・
３
３
３
３
）
へ
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

自

然

休

暇

村

　

市
で
は　

月　

日
、
新
潟
県
中
越
地

１０

２５

震
の
被
災
地
に
向
け
、
毛
布
１
０
０
０

枚
、
ア
ル
フ
ァ
米
５
０
０
０
食
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
職
員
が

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
に
物
資
を
搬
送

し
、
各
市
か
ら
集
ま
っ
た
支
援
物
資
と

と
も
に
東
京
都
が
被
災
地
に
空
輸
し
ま

し
た
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

市
と
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
被
災
者
救
援
の
た
め
の
義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
課
・
４
階

福
祉
総
務
課
、
忠
生
、
南
、
な
る
せ
駅

前
・
鶴
川
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
、
駅
前
連

絡
所
、
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体

育
館
、
中
央
図
書
館
、
公
民
館
、
国
際

版
画
美
術
館
、
室
内
プ
ー
ル
、
市
民
ホ

ー
ル
、
健
康
福
祉
会
館

□問
福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

○
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階　

町
田

市
社
会
福
祉
協
議
会

□問
11
７
２
２
・
４
８
９
８
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